
操作手順 1_1 

「汎用オブジェクト（三面図）」の流れ 

【TREND-CORE】をダブルクリックします。 1 

① 図面の読み込み

［閉じる］をクリックします。 2

1 

2 

①-1 【TREND-CORE】を起動する
プログラムを起動します。 

図面を三面図として配置し、［ホーム］タブの［汎用オブジェクト作成］からモデルを作成する操作を 

説明します。 



 

操作手順 1_2 

［土木］タブの［図面管理］をクリックします。 1 

①-2 図面を読み込む 
構造図を［図面管理］に読み込みます。 

1 

［ホーム］タブの［取込］をクリックします。 2 
2 

読み込むファイルを選択して［開く］をクリックします。 3 

3 

［OK］をクリックします。 4 
4 



 

操作手順 1_3 

①-3 縮尺を設定する 

図面上の寸法がわかるあたりを拡大し、寸法を確認します。 1 
寸法を計測し、図面に正しい縮尺を与えます。 

1 

［ホーム］タブの［縮尺設定］をクリックします。 2 
2 

［2点間距離から計算］をクリックします。 3 
3 



 

操作手順 1_4 

寸法線の端点 1点目をクリックします。 4 
寸法線の端点 2点目をクリックします。 5 

4 5 

［距離］に寸法を入力し、［OK］をクリックします。 6 
6 

［OK］をクリックします。 7 
自動計算された倍率が表示されます。 

7 



 

操作手順 1_5 

①-4 範囲を設定する 
図面の範囲を指定します。 

［ホーム］タブの［矩形］をクリックします。 1 
1 

正面図を囲むように 2点クリックします。 2 
2 

選択した範囲に付ける名称を一覧から選択し、［OK］をクリックします。 3 

3 

選択した範囲から読み取られた文字列が
候補として表示されます。 



 

操作手順 1_6 

同様の手順（2～3の操作）で、残りの範囲を設定します。 4 
4 



 

操作手順 1_7 

①-5 基準点を設定する 
3Dビュー上に配置するときの基準点を設定します。 

［ホーム］タブの［直接指定］をクリックします。 1 
1 

基準点の位置をクリックします。 3 

3 

［本堤正面図］を選択します。 2 
2 設定した範囲をクリックして

選択します。 



 

操作手順 1_8 

［本堤平面図］を選択します。 4 

基準点の位置をクリックします。 5 

5 

［本堤側面図］を選択します。 6 

4 

設定した範囲をクリックして
選択します。 

6 
設定した範囲をクリックして
選択します。 



 

操作手順 1_9 

基準点の位置をクリックします。 7 

7 

［垂直壁正面図］を選択します。 8 

基準点の位置をクリックします。 9 

9 

［垂直壁正面図］については、後ほど
高さを個別に修正します。 

設定した範囲をクリックして
選択します。 

8 



 

操作手順 1_10 

 
［ホーム］タブの［閉じる］をクリックします。 10 

10 



 

操作手順 2_1 

② 図面の配置 
②-1 3Dビューに図面を配置する 

［3D］をクリックし、3Dビューに切り替えます。 1 

3Dビューに図面を一括配置します。 

1 

［ホーム］タブの［三面図］－［一括］をクリックします。 2 

［本堤正面図］を選択します。 
 3 
［正面図に指定］をクリックします。 
 4 

3 

4 

2 



 

操作手順 2_2 

同様に［本堤平面図］を平面図に、［本堤側面図］を側面図に指定します。 5 
［三面図］タブの［OK］をクリックします。 6 

5 6 

［参照平面を登録する］を OFFにします。 7 

7 

平面図の位置をクリックします。 8 

8

任意の位置をクリックします。 



 

操作手順 2_3 

 
正面図、側面図の位置をクリックします。 9 

平面図、正面図、側面図の位置が確定します。 10 

9 

マウスを動かし、正面図、側面図の
位置を確認しながらクリックします。 

10 



 

操作手順 3_1 

③ 本堤の入力 
③-1 形状をトレースする 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト作成］をクリックします。 1 

本堤の形状をトレースします。 

3Dビューのバーをダブルクリックして、3Dビューのみの表示に切り替えます。 2 
2 

［汎用オブジェクト作成］タブの［面］をクリックします。 3 

1 

3 



 

操作手順 3_2 

［多角円形］をクリックします。 4 

平面図の形状をトレースします。 

変化点をクリックします。 5 

4 

［各辺］の［線分］が選択されて
いることを確認します。 

［スナップモード：グリッド］は OFF にします。 

5 

右クリックして［OK］をクリックします。 6 
右クリック 

6 



 

操作手順 3_3 

正面図の形状をトレースします。 

変化点をクリックします。 7 
7 

右クリックして［OK］をクリックします。 8 
右クリック 

8 

側面図の形状をトレースします。 

変化点をクリックします。 9 
9 



 

操作手順 3_4 

右クリックして［OK］をクリックします。 10 
右クリック 



 

操作手順 3_5 

③-2 立体モデルを作成する 

［汎用オブジェクト作成］タブの［スイープ］をクリックします。 1 

入力した面から、立体モデルを作成します。 

平面図の面をクリックして選択します。 2 

2 

任意の位置でクリックします。 3 
3

マウスを動かし、任意の位置で
クリックして確定します。 

1 



 

操作手順 3_6 

正面図の面をクリックして選択します。 4 

4 

任意の位置でクリックします。 5 

5 マウスを動かし、1 つめのオブジ
ェクトを覆うような位置でクリック
して確定します。 

［汎用オブジェクト作成］タブの［モデル演算］をクリックします。 6 
6 



 

操作手順 3_7 

［積］をクリックします。 7 
［加工される立体］に、入力したモデルのどちらかをクリックして選択します。 8 

7 

8 

［共通部分を取る立体］に、もう一方のモデルをクリックして選択します。 9 

［積］は指定したオブジ
ェクト同士の重なる部分を
残すモードです。 

9 



 

操作手順 3_8 

右クリックして［OK］をクリックします。 10 
右クリック 

10 

再度、［汎用オブジェクト］タブの［スイープ］をクリックします。 11 

側面図の面をクリックして選択します。 12 

立体同士の重なっている部分が
抽出されたことが確認できます。 

12 

11 



 

操作手順 3_9 

任意の位置でクリックします。 13 

13 

マウスを動かし、先にモデル演
算をおこなったオブジェクトを覆
うような位置でクリックして確定
します。 

［汎用オブジェクト作成］タブの［モデル演算］をクリックします。 14 

［積］をクリックします。 15 
［加工される立体］に、どちらかのモデルをクリックして選択します。 16 

15 

16 

14 



 

操作手順 3_10 

［共通部分を取る立体］に、もう一方のモデルをクリックして選択します。 17 

17 

右クリックして［OK］をクリックします。 18 
右クリック 

18 

［汎用オブジェクト作成］タブの［閉じる］をクリックします。 19 
19 



 

操作手順 3_11 

③-3 立体の色を変更する 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト色設定］をクリックします。 1 

本堤の 3D色を変更します。 

本堤をクリックして選択します。 2 

2 

色を選択し、［OK］をクリックします。 3 

3 

1 



 

操作手順 3_12 

③-4 立体の高さを変更する 

［ホーム］タブの［高さ一括変更］をクリックします。 1 

本堤の配置高を修正します。 

オブジェクトをすべて選択します。 2 
2 

マウスで範囲選択します。 

配置高がわかる任意の位置をクリックします。 3 

3 

図面に記載されているELなどの
位置をクリックします。 

1 



 

操作手順 3_13 

 
［絶対高指定］の［基準高］に配置高を入力し、［OK］をクリックします。 4 

4 

［OK］をクリックします。 5 
5 



 

操作手順 4_1 

④ 垂直壁の入力 
④-1 垂直壁正面図を配置する 

［ホーム］タブの［三面図］－［正面図／側面図］をクリックします。 1 

［垂直壁正面図］を 3Dビュー上に配置します。 

［垂直壁正面図］をクリックします。 2 
［終了］タブの［OK］をクリックします。 3 

2 

3 

［参照平面を登録する］を OFFにします。 4 

1 

4 



 

操作手順 4_2 

3Dビュー上で砂防堰堤の中心線上をクリックして、［垂直壁正面図］を配置します。 5 

［ホーム］タブの［高さ一括変更］をクリックします。 6 

配置した［垂直壁正面図］を選択します。 7 

配置した［垂直壁正面図］の配置高が正しくないため、
［高さ一括変更］で修正します。 

7 

5 

6 



 

操作手順 4_3 

配置高がわかる任意の位置をクリックします。 8 

8 

図面に記載されているELなどの
位置をクリックします。 

［絶対高指定］の［基準高］に配置高を入力し、［OK］をクリックします。 9 
9 

［OK］をクリックします。 10 
10 

［垂直壁正面図］を選択します。 11 

11 



 

操作手順 4_4 

移動基準点をドラッグして移動します。 12 
ドラッグしながら Tabキーを 2回押し、［角度］に［270］と入力します。 13 

図面下部に移動基準点が表示される
ため、ドラッグして図面を移動します。 

12 

13 

ドラッグしながら Tab キーを 2回押
して［角度］にフォーカスを合わ
せ、［270］と入力してドラッグを
中止します。 
［距離］の数値は任意でかまいま
せん。 

右クリックして［選択］をクリックします。 14 
右クリック 

14 



 

操作手順 4_5 

 ④-2 本堤平面図の位置を調整する 

［ホーム］タブの［高さ一括変更］をクリックします。 1 

［本堤平面図］の配置高を 10m下げて、垂直壁の下端高よりも低くします。 

［本堤平面図］を選択します。 2 

2 

［本堤平面図］上の任意の位置をクリックします。 3 

3 

1 



 

操作手順 4_6 

［相対高（ΔZ）指定］の［移動高］に数値を入力し、［OK］をクリックします。 4 

4 配置高を下に移動したい場合は、
マイナスの数値を入力します。 

［OK］をクリックします。 5 
5 



 

操作手順 4_7 

④-3 形状をトレースする 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト作成］をクリックします。 1 

垂直壁の形状をトレースします。 

3Dビューのバーをダブルクリックして、3Dビューのみの表示に切り替えます。 2 
2 

［汎用オブジェクト作成］タブの［面］をクリックします。 3 

1 

3 



 

操作手順 4_8 

［多角円形］をクリックします。 4 
4 

［スナップモード：グリッド］は OFF にします。 

［各辺］の［線分］が選択されて
いることを確認します。 

変化点をクリックします。 5 
平面図の形状をトレースします。 

5 

右クリックして［OK］をクリックします。 6 
右クリック 

6 



 

操作手順 4_9 

正面図の形状をトレースします。 

変化点をクリックします。 7 

7 

右クリックして［OK］をクリックします。 8 
右クリック 

8 

側面図の形状をトレースします。 

変化点をクリックします。 9 
9 



 

操作手順 4_10 

右クリックして［OK］をクリックします。 10 
右クリック 

10 



 

操作手順 4_11 

④-4 立体モデルを作成する 

［汎用オブジェクト作成］タブの［スイープ］をクリックします。 1 

入力した面から、立体モデルを作成します。 

平面図の面をクリックして選択します。 2 

2 

任意の位置でクリックします。 3 
3 

マウスを動かし、任意の位置で
クリックして確定します。 

1 



 

操作手順 4_12 

正面図の面をクリックして選択します。 4 

4 

任意の位置でクリックします。 5 

5 

マウスを動かし、1 つめの
オブジェクトを覆うような
位置でクリックして確定し
ます。 

［汎用オブジェクト作成］タブの［モデル演算］をクリックします。 6 
6 



 

操作手順 4_13 

［積］をクリックします。 7 
［加工される立体］に、入力したモデルのどちらかをクリックして選択します。 8 

7 

8 

［共通部分を取る立体］に、もう一方のモデルをクリックして選択します。 9 

9 



 

操作手順 4_14 

右クリックして［OK］をクリックします。 10 
右クリック 

10 

再度、［汎用オブジェクト作成］タブの［スイープ］をクリックします。 11 

側面図の面をクリックして選択します。 12 
12 

立体同士の重なっている部分が
抽出されたことが確認できます。 

11 



 

操作手順 4_15 

任意の位置でクリックします。 13 

マウスを動かし、先にモデル
演算をおこなったオブジェクト
を覆うような位置でクリックし
て確定します。 

［汎用オブジェクト作成］タブの［モデル演算］をクリックします。 14 

［積］をクリックします。 15 
［加工される立体］に、どちらかのモデルをクリックして選択します。 16 

13 

15 

16 

14 



 

操作手順 4_16 

［共通部分を取る立体］に、もう一方のモデルをクリックして選択します。 17 

17 

右クリックして［OK］をクリックします。 18 
右クリック 

18 

［汎用オブジェクト作成］タブの［閉じる］をクリックします。 19 
19 



 

操作手順 4_17 

 ④-5 立体の色を変更する 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト色設定］をクリックします。 1 

垂直壁の 3D色を変更します。 

垂直壁をクリックして選択します。 2 

2 

色を選択し、［OK］をクリックします。 3 

3 

1 



 

操作手順 5_1 

⑤ 水叩きの入力 
⑤-1 参照平面を登録する 

［参照平面］をクリックします。 1 

［本堤正面図］を参照平面として登録します。 

1 

参照平面として、［本堤正面図］をクリックして選択します。 2 

2

右クリックして［選択］をクリックします。 3 
右クリック 

3 



 

操作手順 5_2 

3Dビューのバーをダブルクリックして、3Dビューのみの表示に切り替えます。 4 
4 

一度参照平面として開くことで、［本堤正面
図］が参照平面に登録されます。 
完了後は 3D ビューのみの表示に戻します。 



 

操作手順 5_3 

⑤-2 三面図の表示を設定する 

［本堤正面図］をクリックして選択します。 1 

三面図の投影面表示を変更します。 

［投影面を表示する］を OFFにします。 2 
［図面を単色表示する］を ONにし、色を選択します。 3 
［適用］をクリックします。 4 

［垂直壁正面図］をクリックして選択します。 5 

5 

1 

2 

3 

4 



 

操作手順 5_4 

［投影面を表示する］を OFFにします。 6 
［図面を単色表示する］を ONにし、色を選択します。 7 
［適用］をクリックします。 8 

6 

7 

8 

［本堤正面図］とは異なる色を選択します。 



 

操作手順 5_5 

⑤-3 形状を入力する 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト作成］をクリックします。 1 

水叩きの形状を入力します。 

平面ビューで［参照平面］をクリックし、参照平面を開きます。 2 
2 

［汎用オブジェクト作成］タブの［ブロック］－［ブレンド体］をクリックします。 3 

1 

3 



 

操作手順 5_6 

［多角円形］をクリックします。 4 
4 

本堤側の断面形状を指定します。 

変化点をクリックします。 5 
5 

右クリックして［OK］をクリックします。 6 
右クリック 

6 



 

操作手順 5_7 

垂直壁側の断面形状を指定します。 

変化点をクリックします。 7 
7 

右クリックして［OK］をクリックします。 8 
右クリック 

8 

［高さ］に数値を入力して［OK］をクリックします。 9 
9 

［汎用オブジェクト作成］タブの［閉じる］をクリックします。 10 
10 



 

操作手順 5_8 

⑤-4 立体の色を変更する 
水叩きの 3D色を変更します。 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト色設定］をクリックします。 1 

入力した水叩きをクリックして選択します。 2 
2 

色を選択し、［OK］をクリックします。 3 

3 

1 



 

操作手順 5_9 

⑤-5 位置・形状を修正する 

参照平面で［平面］をクリックして、平面ビューを表示します。 1 

水叩きの位置と形状を修正します。 

平面ビューのバーをダブルクリックして、平面ビューのみの表示に切り替えます。 2 

水叩きをクリックして選択します。 3 
3 

［コマンドコレクション］の［基本編集］－［移動］をクリックします。 4 

4 

1 

2 



 

操作手順 5_10 

移動元の基準点をクリックします。 5 

移動先の基準点をクリックします。 6 

5 

6 



 

操作手順 5_11 

右クリックして［選択］をクリックします。 7 
右クリック 

7 

［3D］をクリックし、3Dビューのみの表示に切り替えます。 8 
8 

三面図以外のオブジェクトを選択します。 9 
9 

Ctrl キーなどで、複数選択します。 



 

操作手順 5_12 

［コマンドコレクション］の［汎用オブジェクト合成］をクリックします。 10 
10 

［OK］をクリックします。 11 
11 

［ホーム］タブの［汎用］－［汎用オブジェクト編集］をクリックします。 12 

砂防堰堤をクリックします。 13 

13 

12 



 

操作手順 5_13 

［汎用オブジェクト編集］タブの［スイープ］をクリックします。 14 

水叩きの本堤側の面をクリックして選択します。 15 

本堤の中あたりでクリックします。 16 

14 

15 

16 

本堤の反対側にはみ出さないように
注意しながらクリックします。 



 

操作手順 5_14 

 

［汎用オブジェクト編集］タブの［閉じる］をクリックします。 18 

［OK］をクリックします。 17 
17 

18 


